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　目的　界面活性剤は洗剤の成分として用いられ、一般家庭では常に数種類の界面活性剤

を使用していると考えられる．これらは経口的に用いられるのではないが、食器等に残留

し、また経皮的に生体にとりこ．まれる可能性が考えられることから、その安全性確認のた

めトランスアミナーゼのうち肝臓に多く分布するGOT (Glutamlo oxaloaceti c

transamlnase　E. C．2､6､|、1）とGPT （Glutamlo　r y r u V 1 c　transamlnas e E . C・

２､６､|､2)に対する影響を1 n ｖｌｔｆ二．_の系で検討した．

　方法　と殺直後の豚肝臓を0 . 1 M隣酸緩衝液（p H 7･4）と共にホモゲナイズし、I 2､０００

X g　で3 0　分間冷却遠心分離した上清を祖酵素とした。　GOT　並びにG P T　の活性測定は

、K a r m e n法に基づく日本消化器病学会法に従っておこなった．すなわち、GOT　では、

反応によって生成するOxaloaoetlo　a 0 1 aに　M a 1 a t e　dehydrogenaee (MDH）

を作用させ、G P Tでは、反応により生成するP y r u V 1 0　a 0 1 d　にL a c t a t e　a e h y d r 0一

genase (LDH)を作用させ、両反応とも、そのときに補酵素としてはたらくN A D Hの減

少を3 4 0 n m　で促え測定する．阻害物質定数は、一定濃度の基質＆一Ketoglutarlo

a 0 1 dに対して界面活性剤の濃度を変えて反応速度を測定し、それぞれの初速度の逆数と

界面活性剤の;s 度によ0 D i X 0 n　plot　を作成して求めた.なお界面活性剤は比較のため

炭素数I 2　のものを使用した．

　結果　GOT　活性に対して、ｎ

、ラウリル硫酸ナトリウムは活性

活性に変化はみられなかった．阻
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ホン酸ナトリウムは阻害作用を

ラウリン酸ナトリウムではGOT

討中である．


